
旅
行
満
洲

〔
昭
和
９
年
～
昭
和
19
年　
継
続
後
誌『
観
光
東
亜
』、『
旅
行
雑
誌
』含
む
〕

体　
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
１
３
、５
０
０
頁

揃
定
価
―
本
体
６
５
０
、０
０
０
円
＋
税

刊　
行
―
２
０
１
６
年
12
月
～
２
０
１
９
年
８
月
（
全
９
回
配
本
）

別　
冊
―
解
説
・
総
目
次
・
索
引

解　
説
―
孫 

安
石
・
高 

媛
・
清
水
賢
一
郎
・
田
島
奈
都
子

推　
薦
―
荒
山
正
彦
・
西
原
和
海
・
三
橋 

勇

【
復
刻
版
】
全
26
巻
・
別
冊
１

昭
和
戦
前
期
に
満
洲
で
刊
行
さ
れ
た
旅
行
雑
誌
を
復
刻
。

観
光
情
報
の
み
な
ら
ず
芸
術
、
文
芸
、
歴
史
記
事
な
ど
も

豊
富
に
掲
載
さ
れ
た
総
合
文
化
雑
誌
で
あ
る
。

不
二
出
版



　

復
刻
に
あ
た
っ
て

　
『
旅
行
満
洲
』
は
昭
和
九
年
六
月
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

大
連
支
部
よ
り
刊
行
さ
れ
た
旅
行
雑
誌
で
あ
る
。
昭
和
一
三
年
四
月
に
﹁
東

亜
大
陸
を
一
貫
す
る
観
光
事
業
へ
の
挺
身
を
誓
っ
て
﹂、『
観
光
東
亜
』
に

改
題
、
そ
の
後
昭
和
一
八
年
七
月
に
『
旅
行
雑
誌
』
と
名
前
を
変
え
、
昭

和
一
九
年
八
月
の
第
一
一
巻
第
八
号
ま
で
刊
行
が
確
認
で
き
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
多
様
で
、
巻
頭
に
は
毎
号
一
〇
頁
程
の
グ
ラ
ビ
ア
頁

が
設
け
ら
れ
、
観
光
地
案
内
、
宿
泊
施
設
、
土
産
、
時
刻
表
な
ど
の

観
光
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス
キ
ー
や
狩
猟
、
温
泉
な
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
情
報
も
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
漫
画
や
文
芸
作
品
、

芸
術
、
歴
史
に
関
す
る
記
事
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
総
合

文
化
雑
誌
と
し
て
の
側
面
も
強
い
。

　

昭
和
一
八
年
発
行
の
『
東
亜
旅
行
社
満
洲
支
部
十
五
年

誌
』
に
よ
る
と
昭
和
一
四
年
に
は
年
間
発
行
総
数
約
八
万

部
と
あ
る
が
、
現
在
日
本
国
内
に
お
い
て
そ
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
数
ヵ
所
に
限
ら
れ
、
通
覧
で

き
る
機
関
は
な
い
。

　

創
刊
号
を
含
む
本
誌
の
大
部
分
を
復
刻
刊
行
し
、

通
覧
可
能
と
す
る
こ
と
で
﹁
満
洲
﹂
の
世
相
や

文
化
、
ま
た
戦
時
下
の
観
光
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か

を
知
る
た
め
の
重
要
資
料
と
し
て
供
す
る
。

―
―
不
二
出
版

「
満
洲
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
最
後
の
一
〇
年
間
の
軌
跡

荒
山
正
彦
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

　
『
旅
行
満
洲
』
と
そ
の
継
続
後
誌
『
観
光
東
亜
』、
そ
し
て
『
旅
行
雑
誌
』
の
ほ

ぼ
全
号
を
、
居
な
が
ら
に
し
て
通
覧
で
き
る
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

満
洲
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
一
九
九
〇
年
代
、
こ
の
一
連
の
雑

誌
の
存
在
に
気
づ
い
て
は
い
た
が
、全
号
を
揃
え
る
図
書
館
は
な
く
、同
じ
く
ジ
ャ

パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
観
光
朝
鮮
』
と
そ
の
継

続
後
誌
『
文
化
朝
鮮
』
と
並
ん
で
、『
旅
行
満
洲
』
は
容
易
に
は
一
覧
で
き
な
い

旅
行
雑
誌
で
あ
っ
た
。

　

一
般
に
﹁
満
洲
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂
と
は
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
六
年
頃
か
ら
一

九
四
〇
年
代
ま
で
の
約
四
〇
年
間
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
満
洲

の
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
、
早
く
も
一
九
〇
九
年
に
は
発
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後

一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
継
続
的
に
増
補
と
改
訂
が
重
ね
ら
れ
た
。
今
回
複

刻
さ
れ
る
『
旅
行
満
洲
』
と
そ
の
継
続
後
誌
は
、
鉄
道
旅
行
案
内
書
の
増
補
と
改

訂
が
ほ
ぼ
終
熄
す
る
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
の
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
一
九
三

四
年
か
ら
一
九
四
四
年
と
い
う﹁
満
洲
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂最
後
の
一
〇
年
間
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
満
洲
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
軌
跡
が
み
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

推
薦
文



時
代
背
景
が
よ
み
が
え
る
満
洲
国
観
光
事
象
資
料

三
橋
　
勇
（
秀
明
大
学
教
授
・
日
本
観
光
学
会
会
長
）

　

一
九
三
四
年
六
月
か
ら
一
九
四
四
年
八
月
に
発
刊
さ
れ
た
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
日
本
国
際
観
光
局
＝
現
在
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
前
身
）
発
行
原
誌
﹂

と
継
続
後
誌
﹁
観
光
東
亜
﹂﹁
旅
行
雑
誌
﹂
か
ら
構
成
さ
れ
た
復
刻
版
『
旅
行
満
洲
』

が
出
版
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
書
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
貴
重
な
資
料
か
ら

は
、
満
洲
の
時
代
の
変
遷
（
戦
前
か
ら
戦
中
）
及
び
社
会
的
背
景
と
人
の
観
光
に
対

す
る
思
い
が
、
時
系
列
を
も
っ
て
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
満
洲
か
ら
の
中
国

観
光
だ
け
で
な
く
、
内
地
（
日
本
）
や
海
外
の
観
光
地
を
紹
介
・
案
内
な
ど
を
し
て

い
る
処
か
ら
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
イ
と
国
際
観
光
へ
の
志
向
性
も
感
じ
る
事
が
で
き
る
。

　

近
年
、
多
様
性
を
持
っ
た
観
光
研
究
が
盛
ん
に
な
り
必
要
と
さ
れ
る
資
料
等
は
、

種
々
様
々
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
〇
年
代
の
軍
事

色
が
強
く
な
っ
た
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
復
興
以
前
迄
の
一
般
人

の
観
光
旅
行
は
減
少
し
資
料
に
乏
し
い
。
そ
の
中
で
、満
洲
国
を
中
心
と
し
た
戦
前
・

戦
中
の
日
本
人
の
観
光
活
動
は
、
志
向
や
感
性
か
ら
大
陸
的
（
欧
米
型
）
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

　

こ
の
書
の
資
料
か
ら
満
洲
（
中
国
を
含
む
）
に
お
け
る
日
本
人
を
対
象
と
し
た
珍

し
い
宿
泊
施
設
紹
介
と
価
格
案
内
、
そ
し
て
汽
車
や
船
の
運
航
時
刻
表
か
ら
旅
行
者

が
多
い
こ
と
を
察
す
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
時
の
定
期
航
空
路
線
と
運
航
時
刻

表
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
寧
ろ
、
日
本
国
内
よ
り
人
の
動
き
が
活
発
で

あ
っ
た
満
洲
の
方
が
、
観
光
活
動
に
関
し
て
は
先
行
感
が
あ
り
、
近
代
観
光
を
考

察
す
る
う
え
で
好
材
料
と
思
わ
れ
る
。

「
昭
和
」
と
「
康
徳
」
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

西
原
和
海
（
文
芸
評
論
家
）

　

こ
の
雑
誌
は
、
満
鉄
発
行
の
『
満
洲
グ
ラ
フ
』
と
相
並
ぶ
、
満
洲
国
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
た
め
の
、
二
大
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
発
行
所
は
満
洲
国
内

の
奉
天
で
あ
っ
た
の
に
、
誌
名
『
旅
行
満
洲
』
の
時
代
か
ら
、
改
題
『
観
光
東
亜
』

の
末
期
に
至
る
ま
で
、
奥
付
な
ど
の
発
行
年
月
日
に
は
、
な
ぜ
か
﹁
昭
和
﹂
の
年

号
が
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
日
本
人
に
よ
っ
て
、
日
本
人
観
光
客
だ
け
の

た
め
に
作
ら
れ
た
雑
誌
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、﹁
大
東
亜
戦
争
﹂
勃
発
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
奥
付
に
は
満
洲
国
年

号
の
﹁
康
徳
﹂
が
採
ら
れ
、
誌
名
も
『
旅
行
雑
誌
』
と
い
う
、
何
と
も
味
気
な
い

も
の
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ま
で
は
﹁
満
洲
よ
い
と
こ
﹂
の
幻
想
を
振
り

ま
く
の
に
熱
心
だ
っ
た
雑
誌
が
、
も
は
や
観
光
が
ど
う
の
、
ツ
ア
ー
が
こ
う
の
な

ど
と
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
時
期
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
満
洲
国
ら
し
さ
に
還
っ
た

気
配
な
の
で
あ
る
。
こ
の
﹁
康
徳
﹂
年
号
の
同
誌
に
は
、
そ
れ
以
前
の
ナ
ン
バ
ー

に
比
べ
、
満
洲
国
の
動
態
が
、
よ
り
リ
ア
ル
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

興
味
深
い
。

　

反
満
抗
日
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
か
つ
て
の
大
陸
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ど
の
よ
う
に

企
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
の
か
。
政
治
・
経
済
・
文
化
の
う
ね
り
を
背
後
に
垣
間

見
せ
な
が
ら
の
、
同
誌
十
年
あ
ま
り
の
軌
跡
が
、﹁
満
洲
国
と
は
何
で
あ
っ
た

の
か
﹂
を
問
う
人
た
ち
の
必
読
・
必
備
の
文
献
と
し
て
、
今
こ
こ
に
甦
ろ
う
と
す

る
︙
︙
。

推
薦
文

推
薦
文



内容見本



内容見本



▲第３巻第８号目次

内容見本



満
蒙
文
化
協
会
ほ
か　
刊　
〔
大
正
九
年
～
昭
和
一
八
年
〕

満
　
蒙　
全
１２１
巻
・
別
冊
１

国
立
公
園
協
会　
刊
〔
昭
和
四
年
～
昭
和
一
九
年
〕

國
立
公
園　
全
１２
巻
・
別
冊
１

満
洲
開
拓
関
係
雑
誌
集
成

　
全
１１
巻
・
別
冊
１

　
本
誌
は
、
旧
植
民
地
・
満
洲
に
関
す
る
基
本
的
資
料
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
創
刊
当
初
よ
り
満
鉄
の
庇
護
の
下
、
満
鉄
調
査
部
の
研

究
成
果
を
毎
号
掲
載
し
、
天
野
元
之
助
、
大
塚
令
三
、
田
中
忠
夫

等
の
筆
者
が
多
数
登
場
す
る
。
ま
た
、
文
学
、
言
語
、
家
族
、
宗

教
、
考
古
学
等
、
汎
く
「
満
蒙
」
に
関
す
る
論
文
、
翻
訳
を
載
せ

て
い
る
。
復
刻
に
あ
た
っ
て
は
、『
満
蒙
』
の
前
身
誌
『
満
蒙
之

文
化
』
を
も
含
め
、
全
二
八
一
号
を
三
期
に
分
け
て
収
録
、
刊
行
。

別　
冊
＝
総
目
次
・
執
筆
者
索
引

推　
薦
＝
石
堂
清
倫
・
岡
部
牧
夫
・
川
村　
湊
・
鈴
木
隆
史
・

　
　
　
　
西
村
成
雄
・
波
多
野
太
郎
・
丸
山　
昇

揃
定
価
＝
本
体
２
、１
４
５
、０
０
０
円
＋
税

【
第
Ⅰ
期
】
全
３１
巻

　
　
　
　
　
〔
第
１
巻
～
第
３１
巻
／
大
正
９
年
～
昭
和
２
年
〕

　
体　
裁
＝
Ａ
４
判
・
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
１
４
、２
２
２
頁

　
揃
定
価
＝
本
体
５
５
８
、０
０
０
円
＋
税

【
第
Ⅱ
期
】
全
４６
巻

　
　
　
　
　
〔
第
３２
巻
～
第
７７
巻
／
昭
和
２
年
～
昭
和
９
年
〕

　
体　
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
１
９
、７
８
４
頁

　
揃
定
価
＝
本
体
７
９
２
、０
０
０
円
＋
税

【
第
Ⅲ
期
】
全
４４
巻
・
別
冊
１

　
　
　
　
　
〔
第
７８
巻
～
第
１２１
巻
／
昭
和
１０
年
～
昭
和
１８
年
〕

　
体　
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
２
０
、０
０
４
頁

　
揃
定
価
＝
本
体
７
９
５
、０
０
０
円
＋
税

　『
拓
け
満
蒙
』
が
創
刊
さ
れ
た
年
の
夏
、
広
田
内
閣
に
よ
っ
て

満
洲
移
民
が
七
大
国
策
一
四
項
目
の
な
か
に
織
り
込
ま
れ
、
拓
務

省
が
「
二
十
カ
年
百
万
戸
送
出
計
画
」
を
た
て
て
い
る
。
す
な
わ

ち
同
誌
は
、
こ
の
大
量
送
出
の
推
進
と
い
う
役
割
を
負
わ
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
も
、「
分
村
移
民
方
式
」
と
い
う
具
体
策
を
積
極
的

に
提
起
し
て
い
っ
た
。
本
復
刻
版
は
、『
拓
け
満
蒙
』
そ
し
て
そ

の
継
続
誌
『
新
満
洲
』『
開
拓
』
全
号
を
収
録
し
、
時
局
の
進
展

に
伴
う
満
洲
移
民
の
意
義
と
実
態
の
変
化
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

第
一
級
資
料
で
あ
る
。

別　
冊
＝
解
説
（
岡
部
牧
夫
）・
解
題
（
小
林
弘
二
）・
総
目
次

体　
裁
＝
Ｂ
５
判
・
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
１
１
、８
６
４
頁

推　
薦
＝
安
孫
子
麟
・
池
田
浩
士
・
川
村　
湊
・
君
島
和
彦
・

　
　
　
　
田
中　
学

揃
定
価
＝
本
体
５
０
６
、０
０
０
円
＋
税

　
本
書
は
、
本
多
静
六
、
田
村
剛
、
三
好
学
、
細
川
護
立
な
ど
に

よ
り
昭
和
二
年
に
設
立
さ
れ
た
国
立
公
園
協
会
の
機
関
誌
で
あ

る
。
昭
和
四
年
に
創
刊
、
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
一
八
年
に
『
國

土
と
健
民
』
と
改
題
さ
れ
る
が
、
昭
和
二
三
年
『
國
立
公
園
』
の

名
で
復
刊
し
、
今
日
に
続
く
。
国
立
公
園
の
特
質
、
保
護
や
利
用

等
の
記
事
を
通
し
て
国
立
公
園
の
普
及
啓
発
に
努
め
た
。
植
民
地

を
も
含
む
国
立
公
園
の
成
立
・
運
営
と
そ
の
意
義
、
国
立
公
園
行

政
の
全
体
像
を
捉
え
る
基
本
資
料
で
あ
る
。

別　
冊
＝
解
題
（
白
幡
洋
三
郎
）・
総
目
次
・
索
引

体　
裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
５
、５
６
８
頁

推　
薦
＝
小
泉
武
栄
、
越
澤　
明
、
曽
山　
毅
、
西
田
正
憲

揃
定
価
＝
本
体
３
１
２
、０
０
０
円
＋
税

　
本
書
は
「
満
洲
国
」
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
四
六
〇
点
、
同
国
居

住
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
日
本
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
一
〇
五
点
に
つ

い
て
の
書
誌
情
報
（
刊
行
年
月
日
、
発
行
者
、
頁
数
、
定
価
、
所

蔵
先
な
ど
）
と
解
題
の
集
大
成
で
あ
る
。

Ａ
５
判
・
上
製
・
８
５
０
頁
・
本
体
６
、８
０
０
円
＋
税

植
民
地
文
化
研
究
会
（
現
・
植
民
地
文
化
学
会
）
編

《
満
洲
国
》
文
化
細
目

　「
満
洲
国
」
で
移
民
政
策
を
担
っ
た
満
洲
拓
植
公
社
等
の
機
関

誌
を
収
録
。
満
洲
拓
植
公
社
員
に
よ
る
論
考
、
業
務
紹
介
等
、
公

社
員
を
対
象
に
編
集
し
た
雑
誌
『
偕
拓
』、
満
洲
移
民
に
関
す
る

訓
令
・
法
令
等
を
漏
ら
さ
ず
収
録
し
た
内
部
資
料
『
開
拓
月
報
』、

移
民
の
同
志
的
結
束
と
自
主
的
・
実
践
的
創
造
の
場
を
任
務
と
し

た
第
一
次
『
開
拓
協
和
』、
及
び
「
開
拓
綜
合
指
導
誌
」
を
め
ざ

し
た
第
二
次
『
開
拓
協
和
』。「
満
洲
開
拓
」
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
満
洲
移
民
史
の
欠
落
を
補
う
た
め
の
重
要
資
料
。

別　
冊
＝
解
題
（
風
間
秀
人
）・
総
目
次

体　
裁
＝
Ａ
５
判
・
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
５
、７
９
８
頁

推　
薦
＝
蘭　
信
三
・
白
木
沢
旭
児
・
白
取
道
博

揃
定
価
＝
本
体
２
２
０
、０
０
０
円
＋
税

関連図書

　
本
書
は
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
五
年
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
た
、
日
本
と
中
国
の
「
被
害
と
加
害
」
の
歴
史
を
文

化
的
側
面
か
ら
検
証
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
帝
国
主
義
と
〈
満

州
国
〉
の
文
化
」
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
満
州
国
」

研
究
者
、
文
学
研
究
者
必
携
の
一
冊
。

Ａ
５
判
・
上
製
・
５
９
２
頁
・
本
体
６
、０
０
０
円
＋
税

植
民
地
文
化
学
会　
編

近
代
日
本
と
「
満
州
国
」

満
洲
移
住
協
会　
編　
〔
昭
和
一
一
年
～
昭
和
二
〇
年
〕

拓
け
満
蒙
・
新
満
洲
・
開
拓

　
全
２3
巻
・
別
冊
１
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2016/11

配
本

復
刻
版
巻
数

原
本
巻
号
数

原
本
発
行
年
月

刊
行
・
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

（
頭
に
「
９
７
８
－
４
－
」
が
入
り
ま
す
）

価
格

第
１
回
配
本

第
１
巻
・
第
２
巻

第
１
巻
第
１
号
～
第
３
巻
第
８
号

昭
和
９
年
６
月
～
11
年
９
月

２
０
１
６
年
12
月

8
3
5
0
－
7
9
5
9
－
2

本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

第
２
回
配
本

第
３
巻
～
第
５
巻

第
３
巻
第
９
号
～
第
４
巻
第
９
号

昭
和
11
年
10
月
～
12
年
９
月

２
０
１
７
年
４
月

8
3
5
0
－
7
9
6
2
－
2

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
３
回
配
本

第
６
巻
～
第
８
巻

・
別
冊

第
４
巻
第
10
号
～
第
５
巻
第
９
号

昭
和
12
年
10
月
～
13
年
９
月

２
０
１
７
年
８
月

8
3
5
0
－
7
9
6
6
－
0

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
４
回
配
本

第
９
巻
～
第
11
巻

第
５
巻
第
10
号
～
第
６
巻
第
９
号

昭
和
13
年
10
月
～
14
年
９
月

２
０
１
７
年
12
月

8
3
5
0
－
7
9
7
1
－
4

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
５
回
配
本

第
12
巻
～
第
14
巻

第
６
巻
第
10
号
～
第
７
巻
第
６
号

昭
和
14
年
10
月
～
15
年
６
月

２
０
１
８
年
４
月

8
3
5
0
－
7
9
7
5
－
2

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
６
回
配
本

第
15
巻
～
第
17
巻

第
７
巻
第
７
号
～
第
８
巻
第
５
号

昭
和
15
年
７
月
～
16
年
５
月

２
０
１
８
年
８
月

8
3
5
0
－
7
9
7
9
－
0

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
７
回
配
本

第
18
巻
～
第
20
巻

第
８
巻
第
６
号
～
第
９
巻
第
５
号

昭
和
16
年
６
月
～
17
年
５
月

２
０
１
８
年
12
月

8
3
5
0
－
7
9
8
3
－
7

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
８
回
配
本

第
21
巻
～
第
23
巻

第
９
巻
第
６
号
～
第
10
巻
第
５
号

昭
和
17
年
６
月
～
18
年
５
月

２
０
１
９
年
４
月

8
3
5
0
－
7
9
8
7
－
5

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

第
９
回
配
本

第
24
巻
～
第
26
巻

第
10
巻
第
６
号
～
第
11
巻
第
８
号

昭
和
18
年
６
月
～
19
年
８
月

２
０
１
９
年
８
月

8
3
5
0
－
7
9
9
1
－
2

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

体　
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
１
３
、５
０
０
頁

揃
定
価
―
本
体
６
５
０
、０
０
０
円
＋
税

別　
冊
―
解
説
・
総
目
次
・
索
引
（
分
売
予
価 

本
体
３
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
 978-4-8350-7995-0

）

解　
説
―
孫 

安
石
（
神
奈
川
大
学
教
授
）・
高 

媛
（
駒
澤
大
学
准
教
授
）・

　
　
　　
清
水
賢
一
郎
（
北
海
道
大
学
教
授
）・
田
島
奈
都
子
（
青
梅
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

推　
薦
―
荒
山
正
彦
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）・
西
原
和
海
（
文
芸
評
論
家
）・
三
橋 

勇
（
秀
明
大
学
教
授
）

※
第
１
巻
第
３
号
、第
２
巻
第
６
号
、第
３
巻
第
１
～
３
・
６
・７
号
、第
11
巻
第
６
号
は
未
収
録
で
す
。

※
第
５
巻
第
４
号
よ
り
『
観
光
東
亜
』、
第
10
巻
第
７
号
よ
り
『
旅
行
雑
誌
』
に
改
題
。

旅
行
満
洲

復刻版

全 26巻
別冊１


